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野中やよい 

 

激動の 2020 年が終わり、新しい年が明けました。 

昨年 2 月 16 日の新座市議会議員選挙で 3 度目の当選をさせていた 

だいた時には想像もできなかった新型コロナウイルスの感染拡大が、 

瞬く間に世界を震撼させ、未だに終息しない状況が続いています。 

初の緊急事態宣言が発令され、不要不急の外出自粛や学校の休業 

要請がなされ、新座市でも様々な事業、イベントが中止となりました。 

経済、市民生活への影響は大きく、市は 10 月 1日に財政非常事態宣 

言を発出。6 つの視点に基づき事業見直しを行い、先に閉会した第 4 

回定例会でも多くの条例改正の議案が上程され可決したところです。 

国に於ては巨額の補正予算で一人 10 万円の特別定額給付金、持続化 

給付金、家賃支援等、また、市に於ては国からの地方創生臨時交付金 

を活用して多くの事業を展開し、市民生活を支えていただきました。 

更なる施策で市民の安全安心を守っていただくよう願います。 

2021年が皆様にとって輝かしい年となりますよう、皆様のご健康ご多 

幸とご一家のご繁栄を心よりお祈り申し上げます。 

健やかな一年でありますよう。    新座市議会議員 野中やよい 
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《令和 2 年第 4 回定例会が閉会》 

昨年 11月 27 日から 12 月 16 日の会期で、 

令和 2 年第 4 回定例会が開催されました。

市長提出議案は 38 議案(条例の一部改正 

21件、条例の廃止 5 件、補正予算 7 件、契 

約案件 1件、財産の取得 1件、人事案件 3 

件）、全てを可決・承認しました。補正後の 

一般会計予算は 732 億 3,672 万 4 千円と 

なりました。 

野中やよいは、一般質問と条例の賛成討 

論で登壇致しました。 

（一般質問の内容は裏面に掲載） 
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12 月 14 日、公明党新座市議団は並木市長に対し、『市民生

活支援のため「地方創生臨時交付金」で更なる対策を求める

要望書』を提出しました。「地方創生臨時交付金」は貴重な財

源として全額を最後まで活用すべきで、コロナ禍で困難な生

活状況の方や事業者・団体を支えるため、市として最大限の

努力を行うよう要望しました。具体的には、「新座市地域応援

ぷらすクーポン」の再配布、医療・介護・障がい者・保育・放課

後児童保育室等の事業者へ PCR 検査実施、水道料金の基本

料金 4 か月分免除の再実施、未就学児・児童生徒に図書カー

ド配布、ひとり親家庭臨時特別給付金の早期再支給等です。 

 

臨時創生交付金の更なる活用を求める要望書を提出 

 

 



 

９月議会 

野中やよいの一般質問 
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【オンライン診療について】 
Q ： スマホ等でのビデオ通話で自宅にいながら診療

を受けられるオンライン診療は感染症防止対策に有効

であると考えるが、市民への周知について伺う。 

A ： 市 HP から埼玉県医療機関一覧へのリンクを掲

載している。電話のみでの対応も可能になっているの

で高齢者等パソコン等が苦手な方へ周知していく。 

【生活困窮者自立支援について】 

Q ： 市の現在の施策の実施状況は。 

A ： 生活支援課に生活相談員 3名、就労支援員 2

名配置し、相談支援を行っている。住宅確保給付金

事業では、離職による経済的な困窮で住所を失う恐

れのある方への家賃支援、子どもの学習支援、生活

支援では、中高生への学習支援、生活支援課に子ど

も育成支援相談員を 1名配置して日常生活支援、教

育支援を行っている。引続ききめ細かい支援を実施

するため、就労準備支援事業と家計改善支援事業の

実施について検討してまいりたい。 

Q ： 伊丹市のような事業は実施できないか。 

A ： 伊丹市では、伊丹市雇用福祉事業団へ委託

し、仕事の優先発注で安定的に業務を確保させ、相

談から就労までノンストップで生活困窮者支援をし

ている。当市では、ハローワークとの連携で支援して

いる。他の自治体を参考に検討していきたい。 

Q ： 市の直営ではなく委託にできないか。 

A ： 様々な事例を研究していきたい。 

【虐待を発見したら＃７１７１に通報を】 
 

埼玉県虐待通報ダイヤル＃7171 は、高齢者、障がい

者、児童の虐待の早期発見のため、埼玉県が設置した

ものです。 

24時間365日通報、相談できる＃7171（ないない、

虐待ない絶対ない社会へ、の意味）の市民への更なる

周知を求めました。 

 

 

Q ： 情報モラル教育と保護者への啓発について伺う 

A ： 各学校では道徳の時間や特別活動、総合的な学

習の時間の中で繰り返し指導している。第二中学校区

では、9時以降のSNS等携帯電話でのやりとりを自粛

する運動を展開している。 

保護者への啓発については、授業参観、学校公開の時

にネットトラブル防止教室を警察や企業と協力して開

催している。学校だよりに QR コードを掲載してネット

対策につながるようにするなど、ネットの使い方につ

いて啓発に努めているところである。 

Q ： ネット依存、ネットいじめ、ネット被害対策につい

てどのように対応されているか。 

A ： 非行防止教室の開催やリーフレットの配布を通じ

てトラブル防止対策を進めている。 

ネット依存については家庭でのルールづくりと共に全

市的に第二中学校区のような取組を進めたい。 

Q ： 情報活用能力の向上について伺う。 

A ： 改定された学習指導要領でプログラミング教育

が必修となり、小学 1 年生から情報活用能力の育成を

図っているところである。一人 1台の ICT機器を利用

して各教科の学習でコンピュータを使用することを通

して情報リテラシーの向上を図ってまいりたい。子ども

達の深い学びが提供できるように考えていきたい。 

Q ： ネット上でのトラブル防止策の市民への啓発、周

知について市の対応を伺う。 

A ： 小中学校への啓発資料の配布、HP や広報にい

ざでの注意喚起、消費生活講座、スマホ講座等で全世

代へ効果的に情報が行き渡るように啓発している。広

報にいざ 1 月号に新型コロナウイルス関連の消費情報

としてネット上のトラブル事例も紹介する予定。 

 

 

 

Q ： シェアサイクル事業の取組について伺う。 

A ： 現在民間事業者で市内 19 か所のコンビニに

サイクルポートが設置されている。令和 3 年 1 月中

に志木駅南口ロータリー含め 13 か所の公共施設に

約 120台のラックを設置する準備をすすめている。

観光の目的で導入を準備していたが、コロナの影響

で、三密を避ける移動手段として需要が高まってい

る。市内在住在勤の皆様の利便性向上の効果も期待

できるので引き続き進めていきたい。 

 

Q ： 自転車施策は交通安全の側面だけでなく、自

転車通行指導帯、ナビマーク等道路施策としてもし

っかり考えていくべき。マスタープランや道路整備

計画に、自転車利用環境整備の方針を明確に位置付

けるべきと考えるが、市の見解は。 

A ： 新設道路には自転車走行通行帯を整備してい

く方針。道路管理者で整備可能な矢羽型路面標示に

ついては、歩道が連続して整備された道路に優先的

に整備していきたい。 

計画に位置付けてすすめて 

いきたいと考えている。 

 

ネット社会を生き抜くための情報教育について 

自転車の安全な走行について 
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